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理 工 学 会 会 則
制 定 1988年12月 1日
一部改正 1994年 7月 6日
一部改正 1996年 5月 8日
一部改正 2007年 6月 6日

（名称，事務所）
第 1条 本会は，龍谷大学理工学会と称し，事務所を龍谷
大学瀬田学舎内に置く．

（目 的）
第 2条 本会は，会員相互の学術研究と技術開発に関する
情報交流及びコミュニケーションの推進をはかることを
目的とする．

（事 業）
第 3条 本会は，前条の目的を達成するために，次の事業
を行う．
� 研究会，コロキュウムの開催
� 機関誌の出版
� 学術講演会，シンポジュウム等の開催
� その他目的達成に必要なこと

（会の構成）
第 4条 本会は，次の者を以て組織する．
� 普通会員 龍谷大学理工学部及び科学技術共同研究

センターに所属する専任の教育職員並び
に本会の趣旨に賛同する龍谷大学の専任
教職員

� 学生会員 龍谷大学理工学部及び理工学研究科の学
籍を有する学生

� 賛助会員 前 2号以外の者で，第 5条に定める総会
で入会が承認された者

（総 会）
第 5条 本会の重要な事項を決定するのに，総会を置く．
2 次の事項は，総会において議決する．
� 事業計画に関すること
� 予算・決算に関すること
� 役員の選任に関すること
� 会員の入会・退会に関すること
� その他重要な事項

3 総会は，普通会員全員で構成する．
4 総会は，会長が招集し，会長はその議長となる．
5 総会は，構成員の過半数の出席がなければ会議を開き
議決することはできない．ただし，構成員が他の構成員
に委任した場合は，これを出席と見做して処理すること
ができる．

（役 員）
第 6条 本会に，次の役員を置く．
� 会 長 1名
� 副 会 長 1名
� 庶 務 委 員 若干名
� 編 集 委 員 若干名
� 会 計 委 員 若干名
� 会計監査委員 若干名

2 各役員の任期は 1年とし，毎年 4月に交替するものと
する．ただし，再任を妨げない．

（役員の選任）
第 7条 会長は，龍谷大学理工学部長があたるものとす
る．

2 会長以外の他の役員は，総会の承認を得て会長が任命
する．

（役員の職務）
第 8条 会長は，本会の業務を統括し，本会を代表する．
2 副会長は，会長の職務を補佐し，会長事故ある時はそ
の職務を代理する．

3 庶務委員は，会長の命を受けて企画・渉外・組織管理
等本会の庶務的事項を処理する．

4 編集委員は，会長の命を受けて機関誌の発行等出版に
関する事務を処理する．

5 会計委員は，会長の命を受けて本会の会計を処理す
る．

6 会計監査委員は，本会の会計監査を行う．
（役員会）
第 9条 本会の日常的事務及び総会の委任事項を処理する
ため，役員会を置く．

2 役員会は，役員全員により構成する．
3 役員会は，会長が主宰する．
（会 計）
第10条 本会の経費は，入会金，年会費，龍谷大学からの
助成金，事業収入及び寄付金を以て充てる．

（入会費）
第11条 本会に入会を希望する者は，入会費を納入しなけ
ればならない．

2 入会費の額は，2千円とする．
（年会費）
第12条 会員は年会費を納入しなければならない．
2 学生の年会費は年額 3千円とし，毎年度納入するもの
とする．

3 教員の年会費は年額 4千円とし，毎年度納入するもの
とする．

（会費等の免除）
第13条 総会は，特別な事情があると認める者に対して
は，入会費又は年会費のいずれか，一方若しくは両方の
納入を免除することができる．

（改 廃）
第14条 この会則の改正又は廃止は，総会において決定す
る．
付 則

この会則は，1989年 4月 11日から施行する．
付 則（第 4条，第 6条，第 8条の一部改正）

この会則は，1994年 4月 1日から施行する．
付 則（第 12条の一部改正）

この会則は，1997年 4月 1日から施行する．
付 則（第 12条の一部改正）

この会則は，2007年 4月 1日から施行する．



（解説　岩本太郎，本文 9ページより）

MFDの構想
（JAXA提供）

（解説　桑垣　瑞，本文 18ページより）

調査地風景　2002 年 4月 調査地風景　2007 年 5月

（解説　大西俊弘，本文 26ページより）

テトラパック 断面が八角形の新型容器

理工シ ャーナル-口絵.indd   1 09.3.5   4:00:04 PM



（解説　熊野雅仁，本文 33ページより）

古典的デクパージュの方向一致則

ショットの順序入れ替えと空間的関係

 （学生の広場　酒井　健，垣内　喝，園田裕介，本文 85ページより）

ブーム展開状態のSOHLA-1

記念プレートと龍谷大学のロゴ打ち上げ環境のイメージ図
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––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––

編集後記
––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––––

卒業式と学位授与式が 3月 13日にやってきます．毎年のことと言いながら今年は今年

で学生が卒業するために，学生とともに新たな困難を乗り越えてきました．しかし，この

時に教員として彼らに“十分勉強したので，これをもって社会で活躍してください”と言

いたい．決して“社会は厳しいから頑張りなさい”と言いたくない．それではそれだけの

ことを彼らに授けたであろうかと自問自答する一番苦しい日である．ただ常に勉強すると

いう習慣を持ってもらえたのではないかと思う．それは真の人生の勉強はこれから長い一

生の間続くでしょうが，これを自分で克服し努力する「克己心」を持ち続け，成長するこ

とがみんなに期待できるし，期待します．おめでとうございます．

（編集責任者 後藤 義昭）
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